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横浜農業協同組合 

 

お客さま本位の業務運営に関する取組方針 
 

 

 当組合は、平成１５年４月創立以来、理念として「人と自然を大切にし、社会の発展と豊かな暮らしの実

現に貢献してまいります」を掲げ、「みなさまから信頼されるＪＡ、地域から必要とされるＪＡ、社会に誇れ

るＪＡ」を基本姿勢（スローガン）としております。役職員一同、この理念と基本姿勢（スローガン）に基

づき、組合員・利用者・地域の皆さま（以下：お客さまという）の負託に応えるため事業活動に取り組んで

おります。              

当組合では、お客さまの安定的な資産形成・資産運用に貢献するため、平成２９年３月に金融庁が公表し

ている「顧客本位の業務運営に関する原則」を採択し、お客さま本位の業務運営に関する取組方針を制定し

運用しております。また、令和４年４月より取扱を開始いたしました「ＪＡバンク資産運用サービス(ファン

ドラップサービス)」及び「重要情報シート(金融事業者編)・(個別商品編)」の内容を追記し、改めて採択す

るとともに当該取組方針を改訂いたしました。                                 

今後、引き続き本方針に基づく取組状況を定期的に公表するとともに、真にお客さま本位の業務運営を実

現するため、本方針を必要に応じて見直してまいります。 

 

１．お客さまへの最適な商品提供 

(1)お客さまに提供する金融商品は、特定の投資運用会社に偏ることなく、社会情勢や手数料の水準等も 

踏まえたうえで、多様なニーズにお応えできるものを選定いたします。なお当組合は、金融商品の組成

に携っておりません。【原則２本文および（注）、原則３（注）、原則６本文および(注２・３)】 

【アクションプラン】 

①金融商品の選定にあたっては、お客さまの資産形成・資産運用に貢献するため、長期・積立・分散投資 

 の多様なニーズにお応えできるよう、農林中央金庫が外部評価機関を活用し、定性・定量面から選定し 

た金融商品(ＪＡバンクセレクトファンド)を採用いたします。また、「ＪＡバンクセレクトファンドマッ 

プ」を作成し、視覚の観点からも分かりやすく判断しやすい資材を提供いたします。 

  ②お客さまの資産形成・資産運用に最適な商品を提案するため、税制優遇制度(NISA、つみたて NISA、

iDeCo)を活用し、長期・積立・分散投資による長期的な視点で大切な資産を育てるお手伝いをいたしま

す。また、お客さまとの対面での提案を大切にし、ニーズに合った商品提案をいたします。 

③お客さまの資産運用や人生の目標達成に向けて、「ＪＡバンク資産運用サービス(ファンドラップ)」を令

和４年４月より取扱を開始いたしました。共に考え寄り添いながら資産運用・進捗管理していく手法で

あるゴールベースアプローチを取り入れた新たなサービスとして、ＪＡバンクセレクトファンドも含め

た中でお客さまの金融知識・経験・財産、ニーズや目的に合った商品を提案いたします。 

 

２．お客さま本位のご提案と情報提供 

(1)お客さまの金融知識・経験・資産の状況およびお取引の目的に照らし、常にお客さま本位で考えた「ふ 

さわしい商品」を提案いたします。【原則２本文および（注）、原則５本文および（注１～５）、原則６

本文および(注１・２・４・５)】 

【アクションプラン】 

  総合事業の強みを発揮し、金融商品に限らずお客さまのライフイベントや知識・経験・資産の状況やニ 

  ーズに対応し、一人ひとりに寄り添った提案をいたします。 

 (2)お客さまにふさわしいサービスの提供【原則５本文および（注１～５）、原則６本文および(注１・２・

４・５)】 

【アクションプラン】 

①お客さまの資産形成・資産運用を効果的にサポートするため、タイムリーに時価情報等を把握すること 

ができる「ＪＡバンクアプリ」や「投信提案アプリ」を活用し、投資判断に必要な情報を幅広く提供い 

たします。 

②お客さまに「ふさわしい商品」を提案するため、対面による提案を大切にしておりますが、ご希望によ

りスマートフォン等を活用し非対面でのリモートによる提案をいたします。 



(3)お客さまの投資判断に資するよう、商品やリスク特性・手数料・その他重要な情報を分かりやすく丁寧 

に提供いたします。【原則４、原則５本文および（注１～５）、原則６本文および(注１・２・４・５)】 

【アクションプラン】 

① お客さまに資産形成・資産運用の必要性、投資そのものの魅力を伝えるとともに、多様なニーズにお応 

えし「最善の利益を提供する」ため最適な商品を提案いたします。 

② お客さまの投資・商品選択の判断に資するよう「ＪＡバンクセレクトファンドマップ」を作成し、商品 

のリスク特性について資材を提供いたします。また、商品・サービスにかかる重要な事項等を容易に理 

解できるよう記載した「重要情報シート(金融事業者編)・(個別商品編)」を活用し、交付目論見書等と 

含めお客さまの視点に立ち分かりやすく説明いたします。 

 ③アフターフォローの訪問基準として、取引残高報告書送付のタイミングを基準にご契約者さまへお伺い 

し、財産の状況・投資目的・リスク許容度の変更等がないか丁寧に確認してまいります。 

また、アフターフォローの際は、「各種報告書類の見方」や「月刊マーケットレター」等を活用し、分か 

りやすく説明いたします。 

(4)お客さまに負担いただく手数料について、投資判断に資するように、丁寧かつ分かりやすく説明いたし 

ます。【原則４、原則５本文および（注１～５）、原則６本文および(注１・２・４・５)】 

【アクションプラン】 

  お客さまからいただく手数料や報酬については、書面にて提示し、分かりやすく説明いたします。 

 

３．利益相反の適切な管理 

 (1)商品選定や情報提供にあたり、お客さまの利益を不当に害することがないよう「利益相反管理方針」に 

基づき適切に管理いたします。【原則３本文および(注)】 

【アクションプラン】 

ＪＡグループでは、サービスの高度化を目指して、グループ会社や運用会社と共創に取り組んでおりま 

す。利益相反の発生する可能性がある取引については、利益相反管理方針に基づき適切に管理を行うと 

ともに月次・年次の定期モニタリングにより適切に管理いたします。 

 

４．お客さま本位の業務運営を実現するための人材の育成と態勢の構築 

(1)研修による指導や資格取得の推進を通じて高度な専門性を有し誠実・公正な業務を行うことができる人 

  材を育成し、お客さま本位の業務運営を実現するための態勢を構築いたします。 

【原則２本文および(注)、原則６（注５）原則７本文および(注)】 

【アクションプラン】 

お客さまへの最適な金融サービスの提供を行うため、専門性を有した人材の育成を図るとともに、資産 

形成・資産運用に精通した担当者を幅広く育てるため、定期的に勉強会を開催するなど研修体制の充実 

に努めます。 

 

 ５. お客さま本位の業務運営にかかる成果指標（ＫＰＩ） 

 (1)当組合における「お客さま本位の業務運営」の取組状況を確認いただけるように、成果指標を定期的に 

 公表し、より良い業務運営につなげてまいります。【原則２本文および(注)】 

【アクションプラン】 

お客さまが利用する金融機関を選定するうえで比較できるよう、当組合ホームページに「お客さま本位 

の業務運営に関する取組状況および ＫＰＩ実績値の公表について」の統一的な指標を公表いたします。 

 

(※)「顧客本位の業務運営に関する原則」との対応関係を明らかにするため、方針ごとに当該原則の番号

を記載しています。 

 

 

制定 平成３０年 ３月 １日 

  改正 令和 ３年１０月 １日 

改正 令和 ３年１２月 １日 

改正 令和 ４年１１月 １日 


